
　

　

　

　先日から続いていたスーパー本校用務員の比嘉恒彦さん率いる「G高比嘉組」のステージ
作製が完了し、中庭に10月15日開催のパフォーマンス大会の舞台が出現しました！
　校長便りの前号でもお伝えしましたが、今年度のコロナ禍の中、ほとんどの学校行事か中
止で生徒達のモチベーションが下がりつつある状況を何とか打破したいと本校生徒会と先
生方が立ち上がり、10月15日(木)に延び延びになっていた「新入生歓迎球技大会」と「パ
フォーマンス大会」を開催する運びとなりました。
　当日は、万全のコロナ対策をしながら、G高SPIRIT「雲外蒼天」の心意気を完成した舞台
上で見せていただきたいものです。予算も逼迫する中、低コストで立派な舞台ができあがり
ました！作製に携わった比嘉さんをはじめ加勢をしてもらった多くの先生方に感謝いたしま
す。

　９月21日（月）にコザしんきんスタジアムで沖縄県秋季高校野球が開催され、本校野球部は1回戦で同じうるま市の前
原高校と激突！夏の大会と同様、無観客試合ではあるものの保護者と学校関係者はスタジアムに入場することでき秋風の
中、久しぶりに野球の醍醐味を味わうことができました。
　島袋春樹監督率いる我がG高野球部は、昨年の同大会で強豪校を次々に撃破し見事BEST４に進出しており、今回も昨
年同様に期待が持てるチームです。さて、試合は、1年生サウスポーの仲本敬登が先発し、序盤、中盤と緩急を織り交ぜた
見事な投球で強豪の前原打線を最少失点に抑え、4回まで両校無得点の大接戦！5回表に本校は、見事な攻撃で先取点
を挙げその後も1番一年生の中村圭太と4番で同じく1年生の名嘉眞勇吹が共に3安打の活躍を見せ５－３とリードで終
盤戦へ。全員野球で強豪の前原高校に堂々と渡り合った我が高校でしたが9回、仲本をリリーフした池原俊作が無死２、３
塁で相手の1年生目取眞選手に痛恨のサヨナラ３ランを浴びて力尽きました。
　目取眞選手の打球がセンターの頭上を越えてバックスクリーンに跳び込んだ瞬間、スタジアムが一時、静寂に包まれたよ
うな気がしました。ゲームセットの後、両校死力を尽くしての激闘に観客から惜しみない拍手が送られました。隣校対決は今
回、前原高校に軍配が上がりましたが、本校も春にリベンジを目指して頑張りたいと思います！

炎天下の中、ビスを打ち付ける宮國先生と徳原先生、隣は比嘉恒彦棟梁です！なんと立派なステージでしょう！
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　　　　１日（火）　　２学期開始
　　　　２日（水）　　ウークイ（休業日）
　　　　３日（木）　　大学共通テスト記入説明会
　　　　５日（土）　　全国模試（３年生）
　　　　７日（月）　　早朝講座・課外講座開始
　　　　　　　　　　　　校医検診開始（～18日）
　　　　８日（火）　　３年生アルバム撮影開始
　　　　９日（水）　  歯科検診
　　　　　　　　　　　　小論文テスト（１・２年）
　　　１８日（金）　　県新人大会陸上競技大会
　　　１９日（土）　  看護医療系模試
　　　２１日（月）　　敬老の日（公休日）
　　　２２日（火）　　秋分の日（公休日）
　　　２５日（金）　　小論文模試（３年）
　　　２８日（月）　　中間考査（予定）
　　　　　　　　　　　　PTA進路講演会（予定）

9回までNiceゲームでリードするも無念のサヨナラ負け！

左下：見事な投球を見せた1年生サウスポーの仲本敬登　右上：1年生で4番の3安打の活躍を見せた名嘉眞勇吹

G高SPIRIT

「雲外蒼天（うんがいそうてん）」

沖縄県立具志川高等学校 第２５号

校 長 便 り

沖縄県秋季高校野球大会！前原高校との伝統の対決！

今日の名言・名句

「勝つ意欲」は
たいして重要ではない。
そんなものは誰もが
持ち合わせている。
重要なのは、
勝つために準備する
意欲である。

ボビー・ナイト

【米国バスケット・

ボール・コーチ
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ステージが完成！10月15日が楽しみです！

９月の行事予定


